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太陽光パネルリサイクル事業化
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本日の議題

１．成果報告

はじめに 排出量の把握

１）太陽光パネルリユース・リサイクルの現状・動向

２）太陽光パネルのリユース・リサイクルの現状と全体マップ

３）全体マップを生かした次年度以降の役割分担（案）

２．ＷＧの次年度以降の進め方

１）リユース分科会

２）リサイクル分科会
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太陽電池モジュール排出見込量
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２０１４年度より全国で約２５００トンが排出され始めている。２０１４年度より全国で約２５００トンが排出され始めている。２０１４年度より全国で約２５００トンが排出され始めている。２０１４年度より全国で約２５００トンが排出され始めている。

１. 成果報告 はじめに

「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」

平成28年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 企画課 リサイクル推進室
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１. 成果報告 はじめに

太陽電池モジュール排出見込量



太陽電池モジュール排出見込量
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ほとんどの素材は、リサイクル可能であるが、これから排出量が増えていくとそのまま最終処分場にほとんどの素材は、リサイクル可能であるが、これから排出量が増えていくとそのまま最終処分場にほとんどの素材は、リサイクル可能であるが、これから排出量が増えていくとそのまま最終処分場にほとんどの素材は、リサイクル可能であるが、これから排出量が増えていくとそのまま最終処分場に

回すケース回すケース回すケース回すケースや、不法投棄の増加が予想される。また、最近の想定外の自然災害が増えている中で、や、不法投棄の増加が予想される。また、最近の想定外の自然災害が増えている中で、や、不法投棄の増加が予想される。また、最近の想定外の自然災害が増えている中で、や、不法投棄の増加が予想される。また、最近の想定外の自然災害が増えている中で、

排出量のスピードは、予想を上回るペースで増えていくと考えられる。排出量のスピードは、予想を上回るペースで増えていくと考えられる。排出量のスピードは、予想を上回るペースで増えていくと考えられる。排出量のスピードは、予想を上回るペースで増えていくと考えられる。

「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」

平成28年3月 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部 企画課 リサイクル推進室

１. 成果報告 はじめに
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１. 成果報告 はじめに



太陽光発電設備認定容量
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情報公表用ウェブサイト 平成28年9月末

福島県は全国で福島県は全国で福島県は全国で福島県は全国で2222番目の多さ、福島県・茨城県では大量の排出量番目の多さ、福島県・茨城県では大量の排出量番目の多さ、福島県・茨城県では大量の排出量番目の多さ、福島県・茨城県では大量の排出量

１. 成果報告 はじめに

リユース・リサイクルを福島県で行う理由



情報公表用ウェブサイト 平成28年9月末
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太陽光発電設備稼働容量

稼働数も上位稼働数も上位稼働数も上位稼働数も上位

１. 成果報告 はじめに

リユース・リサイクルを福島県で行う理由

・
・
・



１、ＮＥＤＯの太陽光発電戦略

太陽光発電システムを自立して普及する「基幹エネルギー」へ

リサイクル技術の開発＋リユース技術の開発＝消費資源のリ

デュース

２、廃棄モジュールの排出予測

2040年には約80万トンの廃棄モジュールが発生

３、循環型社会システムの構築

リユース・リサイクル技術が必要
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１. 成果報告

１）太陽光パネルリユース・リサイクルの現状・動向

平成28年10月17日勉強会より



４、低コストリサイクル技術の開発が急務
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１. 成果報告

１）太陽光パネルリユース・リサイクルの現状・動向

平成28年10月17日勉強会より

回収 分解・解体 リサイクル処理 売却 再資源化

アルミ枠
ハーネス

①分離 ホットナイフ剥離
研削
溶剤による剥離

②破砕 破砕ローラー資源
の分別

③溶解 EVA膨張剥離
④焼却 EVA焼却剥離

有価物
アルミ、銅、ガラス、
⾦属

最終目標：分解処理コスト5円/ｗ

５、低コストリユース技術の開発が急務

解体 回収・運搬 分別
（判定・判別） 修復 リユース

梱包・分別処理
①外観検査
②安全性検査
③出⼒性能測定

最終目標：分解処理コスト１８０円/枚

定期的に最新技術の動向を把握する必要がある
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仕組

２）太陽光パネルリユース・リサイクル 全体マップ

１. 成果報告

判定・選別 集荷 処理 最終

認定事業

・家電ﾘｻｲｸﾙ
・広域認定
・業務提携
（保険会社など）

判定基準・
選別基準の
確⽴

（現地にて一次判定）

運送会社

・産廃収集運搬

・一般貨物輸送

リサイクル

リユース

手解体

機械解体
・手と機械のMIX？
・機械のみ？

Ag再資源化
Al再資源化
ガラス再資源化
その他産廃処理（最終処理）
・リサイクル率の向上

産業廃棄物

在庫管理 リユースパネルの販売
リユースパネルを使った
新しいモデルの確⽴

一部修理

・回収スキーム

・解体・集荷にかかる費用

・それぞれの役割での経済性の目標設定 ･場所の選定

・事業体としてのワンストップ化 → 「廃棄物処理システムの構築」ＷＧとの連携

・オンサイトでの判定判別

・技術開発を行う企業、費用

撤去作業 連絡・ 判定 ・ PV撤去

費用負担 連絡・ 判定 ・ PV撤去 …ユーザー負担

課題
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解体・パネル解体・パネル解体・パネル解体・パネル

・架台取外・架台取外・架台取外・架台取外

PVPVPVPV判定・判定・判定・判定・

選別選別選別選別

集荷集荷集荷集荷 リユースリユースリユースリユース リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル 再資源化再資源化再資源化再資源化 最終処分最終処分最終処分最終処分

ﾘﾋﾞﾝｸﾞｿｰﾗｰ 〇 ○ ○

ｹｲｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ ○ △

日層金属化学 〇

クレハ環境 △ △ ○

高良 ○

サンプルパネ

ル提供

○

アサカ理研 〇 ○ △

ﾀｲｾｰｸﾘｰﾝ △

保管

○

JFE環境 ○ ○

太平洋セメント 〇

サンプルパネ

ル提供

〇 ○

環境保全サービス

・ 現在のWGメンバー外からも協力会社を募る必要がある。

・ 可能であれば、対象エリアを限定する。

・ それぞれの分野で経済性を重点とした目標値設定→ＰＤＣＡ

・ 太平洋セメント様・高良様研究プラントとの連携

機械の提供

課題

１. 成果報告

３）全体マップの落とし込み 次年度以降の役割分担



�方向性

将来（2040年）、大量の太陽光パネル排出を待たずに、排出

者の利便性を高めながら、組合形式（事業のワンストップ化）

を立ち上げ、福島県から発信できる「リユース・リサイクル」の

「ふくしまモデル」を目指す。

オンサイトで判定判別の実証実験を行い、多種多様なＰＶリ

ユース・リサイクル品を １箇所に集めた「ワンストップ化」（産

業集積）を図る。
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２．次年度以降の進め方



�分科会設立の必要性について

「リユース分科会」

具体的な事例が少なく、早急に実証活動の必要がある。

原則は再利用することが前提であり、輸出も視野に入れている。

バッテリーリユース事業との連携も検討していきたい。

「リサイクル分科会」

内容や数量が具体的に見えてこないと活動することができない。

採算性、排出予測数量が不透明である。

再利用する部分で、他の研究活動と同時並行で進めている。
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２．次年度以降の進め方



�リユース・リサイクル分科会の進め方

「リユース分科会」

・ 回収スキームの確立

・ 実験場の確保

・ ＰＶ「リユース、リサイクル」判定基準作り ⇒ ステークホルダーに経済メリット

・ 最近のＰＶ災害発生数を考慮し、保険会社との提携を具体化

・ 新たな参加企業の募集

（保険会社、検査機器メーカー、モジュール製造メーカーなど）

「リサイクル分科会」

・ 既にＮＥＤＯ、ＷＧメンバー内（高良様・太平洋セメント様）で研究開発が開始

・ 回収スキームの確立

・ 実験場の確保

・ リサイクル技術の深耕、ならびにコストダウン

・ 排出先・売却先の確保

・ 「廃棄物処理システムの構築ＷＧ」との連携

14141414

２．次年度以降の進め方

下線部分…両分科会における共通項
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内 容 平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

平成32年度
以降

（2020年度）〜

先進事例の情報収
集

回収・解体方法の
検証期間

オンサイトでのリ
サイクル・リユー
スの検証期間

ワンストップ化の
検証期間

・ 課題

「具体的な実験場」「企業（保険会社等）との連携」「回収スキーム」

・その他課題

リユース時の「二次電池のリサイクル問題」

回収：保険会社様との連携等、回収スキーム

解体：高良様、太平洋セメント様の実証実験との連携

• 事業体を組成
• 回収を１箇所に

測定機器メーカーとの連携、

実証実験

２．次年度以降の進め方



太陽光パネルリサイクル事業WG

（2017年度のリユース分科会計画）

≪テーマ≫

・2040年の大量廃棄を想定しそのための具体的準備に取り掛かる。

・特に、本WGの特徴であるリユースの可能性について焦点を絞り深く調査・研究

を進める。

・リユースの具体的市場規模の想定・課題の抽出。

≪課題≫

①リユースとリサイクルの境界の明確化・

リユースの基準構築・メンテナンス

②リユース市場の可能性・市場調査（排出

先・売却先の確保）

③先行しているﾘｻｲｸﾙ研究との連携・情報

交換

④2次電池リサイクル処理に関して

⑤コストの算出⇒コストダウン目標数値

◎ サンプルパネルの確保・実験場の確

保・コスト試算

→ＪＰＥＡ 保険会社 太陽光検査

協会 太陽光発電事業者 ＮＥＤＯ

自治体 太陽電池製造メーカー 産

総研 いわきバッテリー推進協議会

◎ 性能評価方法の確立とリユースパネ

ルを使った市場の創生

◎ 連携体制の強化・最新情報の収集

≪課題解決のために≫

２．次年度以降の進め方
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太陽光パネルリサイクル事業WG

（2017年度のリユース分科会計画）

２．次年度以降の進め方

実証試験(リユース分科会)

・既存評価技術の情報収集と整理

・製造メーカーへのヒアリング

≪STEP1≫

・リユース可能判別方法の検討

≪STEP2≫

・リユース品販売時の保証の情報収集

と整理・検討

≪STEP3≫

≪想定される課題等≫

・検査協会へのヒアリング

・鑑定人（鑑定協会）へのヒアリングおよび

マッチング

・検査費用の算定

・保険料削減効果の算定

・モジュール価格の低価格化と検

査費用のバランス

・保険料削減効果への影響
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オンサイトでの判定判別実施へオンサイトでの判定判別実施へオンサイトでの判定判別実施へオンサイトでの判定判別実施へ

のののの取り組み取り組み取り組み取り組み

新栄電子計測器㈱様（検査機器新栄電子計測器㈱様（検査機器新栄電子計測器㈱様（検査機器新栄電子計測器㈱様（検査機器

メーカー）との協働メーカー）との協働メーカー）との協働メーカー）との協働



� １）太陽光発電所に高性能赤外線カメラを搭載したドローンを

飛行させ、太陽電池を撮影し、不良モジュールを発見する。

� ２）基本的にモジュールは、発電設備からすべて外し、目視

検査と計測器による検査を行う。

� ３）その結果から再利用・破棄の判断を行う。

手順

２ＭＷの発電所

２名で２日間の事前調査

ドローンで８分の調査

所要時間

飛行ポイントをマップ上に指定するだけ

２．次年度以降の進め方

オンサイトにおけるリユースの判定判別方法の取組

18

の事例

自動飛行



不良モジュール不良モジュール不良モジュール不良モジュール

ドローンによる不良モジュール発見から再利用・破棄判断までのフロードローンによる不良モジュール発見から再利用・破棄判断までのフロードローンによる不良モジュール発見から再利用・破棄判断までのフロードローンによる不良モジュール発見から再利用・破棄判断までのフロー

汚れ・キズ・変色

開始

目視

ドローン調査

（赤外線検査）

ＯＯＯＯＫＫＫＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧ

計測

Ｉ－Ｖ特性測定

（発電能力測定）

リユース

モジュール

メーカー保障

リサイクルメーカー返却

絶縁試験

ＥＬ検査

２．次年度以降の進め方

ＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＯＯＯＫＫＫＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧ

ＯＯＯＯＫＫＫＫ

ＯＯＯＯＫＫＫＫ

ＮＧＮＧＮＧＮＧ
ＯＯＯＯＫＫＫＫ

リサイクル

ＯＯＯＯＫＫＫＫ
ＮＧＮＧＮＧＮＧ
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オンサイトにおけるリユースの判定判別方法の取組

の事例



太陽光パネルリサイクル事業WG

（2017年度のリユース分科会計画）

1Q

(4～6月)

2Q

(7～9月)

3Q

(10～12月)

4Q

(1～3月)

テーマ・方針の決定

ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾟﾈﾙ・実験場の確保

（排出先・売却先）

浜通り自治体と協議

オンサイトでの実験期間

ﾘﾕｰｽ基準・市場の調査

ﾘｻｲｸﾙ研究との

連携・情報交換

報告書の整理・まとめ・提

言

２．次年度以降の進め方

ﾘｻｲｸﾙ研究と

共通
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太陽光パネルリサイクル事業WG

（2017年度のリサイクル分科会計画）

≪テーマ≫

・2040年の大量廃棄を想定し、条件が整い次第具体的準備に取り掛かる。

・リサイクル技術についても調査・事業化の検討を進める。

・リサイクルの具体的市場規模の想定・課題の抽出。

≪課題≫

①リユースとリサイクルの境界の明確化

リユースの基準構築

②リサイクル技術の動向等情報収集

③リサイクル市場（マーケットサイズ）

の可能性・市場調査

（排出先・売却先の確保）

④コスト算出⇒コストの目標数値

◎ サンプルパネルの確保・実験場の確

保・コスト試算

→保険会社等 太陽光検査協会

太陽光発電事業者 NEDO

自治体 太陽電池製造メーカー

◎ 連携体制の強化・最新情報の収集

≪課題解決のために≫

２．次年度以降の進め方
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1Q

(4～6月)

2Q

(7～9月)

3Q

(10～12月)

4Q

(1～3月)

テーマ・方針の決定

ｻﾝﾌﾟﾙﾊﾟﾈﾙ・実験場の確保

浜通り自治体と協議

実験期間（高良様・太平洋

セメント様との連携）

リサイクル技術の

動向・事業可能性調査等

売却先・排出先の確保等

リユース研究との

連携・情報交換

報告書の整理・まとめ・提

言

太陽光パネルリサイクル事業WG

（2017年度のリサイクル分科会計画）

２．次年度以降の進め方

リユース研究

と共通
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ご清聴ありがとうございました。


